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１．事業の概要

COP10で策定予定の2010年以降の生物多様性目標については、その達成と
評価を客観的な指標により行うことが要請されており、このため、生物多
様性モニタリングの国内での継続的な実施とアジア太平洋地域を中心とし
た広域での研究者レベルでの生物多様性モニタリングの実施体制の構築を
支援する。
特に、地域的に共通点の多い東・東南アジア地域の生物多様性情報につ

いて、政策決定者にとり施策に利活用しやすいように整理し、提供するシ
ステムを整備することにより当該地域での施策の推進を支援する。
これらの事業により、地球規模での、生物多様性に関する科学的基盤の

強化と政策への反映を図る。
①国内の様々な生態系を代表する約1,000カ所のサイトを選定し、時系列的
に継続的な生態系モニタリングを実施。

②国境を越えた研究者の連携による生物多様性モニタリングの実施体制の
構築を支援。

③東・東南アジア地域を対象に、政策決定者に向けた生物多様性情報の分
かりやすい提供システムを構築。

※生物多様性モニタリング：生物多様性目標を評価するための指標の継続的な観測

２．事業計画(平成22年度～)
調査等 H22 H23 H24 H25

年度 年度 年度 年度～

①重要生態系監視地域モニタリング事業

②国際連携による生物多様性モニタリン
グ体制の構築

③東・東南アジア生物多様性情報イニシ

アティブ

３．施策の効果
○国内での生態系の継続的なモニタリング・予測評価の実施による生物多
様性保全の推進（温暖化影響の把握・保全対策への貢献を含む）

○アジア太平洋地域での研究者による生物多様性モニタリング体制構築
○上記により生物多様性条約の目標の達成状況の評価を支援（生物多様性
と生態系サービスに関する政府間会合(IPBES)への情報提供等）

○東・東南アジア地域において政策決定者向けの施策に必要な生物多様性
情報の整理・提供により、当該地域における効果的な施策の展開



海洋生物センサス

野外研究プロジェクト
（NaGISA)

アジア水鳥センサス
（AWC)国際長期生態学

研究ネットワーク
（ILTER)

生物多様性情報システム

地球規模生物多様性モニタリング推進事業関係経費

自然環境保全
基礎調査

モニタリングサイト１０００

国内の生物多様性情報

国際的な生物多様性モニタリ
ングとの連携

政策決定者・一般への
科学的基盤情報の提供

ポスト2010年目標達成評価
生物多様性国家戦略の履行評価

アジア太平洋地域の生物多様性情報収集

アジア太平洋地域の情報の蓄
積・提供

国内及び海外向け

アジア太平洋地域
生物多様性モニタ
リング体制構築支援

アジア版RDBの作成 渡り鳥の飛来状況

東・東南アジア生物多様性
情報イニシアティブ（ESABII）

施策に即活用できる情報の整理・提供等を推進
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